
◆ 課題に焦点化した練習の場 ◆ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③  終 末 

学習の振り返りの確実な実施 

 振り返りの視点  

◆ 自分を振り返る。（学習のめあてと関連して） 

  「今日は，こんなことを頑張った」 

「こんな発見をした」，「こんなことがわかった」 

「次時はこうしたい」，「こんなことにチャレンジしたい」 

◆ 友達とともに振り返る。（互いの頑張りを認め合う） 

    「〇〇さんは，こんなことを頑張っていた」 

    「〇〇さんからこんなことを教えてもらった（教えた）」 

達成感や自己有能感を高める振り返りを，「学習カード」を活用して

確実に行いましょう。 

先生は，苦手な子の「頑張った姿」や「できるようになった

こと」を積極的に評価しましょう。 

５年「走り幅跳び」での例 

「こんなことができるようになったよ！」 

できるようになったことについて発表する児童 

【振り返りの進め方】 

① 学習カードの記入 

② 発表（わかったこと，頑張ったこと，頑張っ
ていたお友達，できるようになったこと等） 

③ 教師の話（プラスの言葉で） 

学習指導要領解説に掲載されています！指導のヒントとして役立ててください。 

  苦手な児童への配慮の例   ・・・・「知識・技能」の後に掲載 

意欲的でない児童への配慮の例・・・・「学びに向かう力,人間性等」の後に掲載 

・踏切位置が明確になるよう，色を付けた踏切板 

・高く飛び出すよう，山型にカットした段ボール 

２ 体育学習の実践例について 

 （１） 実践例の見方 

 

 

 

P1 単元の構想案 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 本手引きには，１１の実践例を掲載しています。ここでは，それぞれのページ
に何を示しているのか，実践編の見方を説明します。 
 体育の授業づくりをする際に，参考にしてください。 
 なお，概要版には，７の実践例を掲載しています。併せてご活用ください。 

理論編で示したように
「学習指導要領解説」に
記載してある内容から単
元の目標を設定します。
文末は，「～できるよう
にする。」と表現しま
す。 

具体的な児童の姿をもと
に単元の評価規準を 
知識・技能 
思考・判断・表現 
主体的に学習に取り組む態度 
の 3 観点で設定します。
文末は「～できる。」「～し
ている。」「～しようとし
ている。」と表現します。 
 

単元の目標や評価規準
をもとに単元で学んだ
後の児童の姿を具体的
にイメージして設定し
ます。 
 

ゴールの姿の実現を図るため
に，児童が単元を通して興味・
関心をもって深く考えること
ができるように学習課題を設
定します。 

運動領域では，その運動の特性に触れ，楽しさや喜びを感じ
るとともにその運動が体力向上に関わっていることに着目
することや，「する」「見る」「支える」「知る」といった運動
との多様なかかわり方で楽しむことという，体育特有の見
方・考え方について書きます。 
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P２～３ 単元の指導と評価計画 

 このページには，単元全体の指導と評価計画を示しています。見開きのページになっ

ており，学習の大まかな流れやどの時間に何を評価するのかなど，単元の全体像をつか

むことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

各時間の導入に，その単元で身に付けさせたい基礎的な
感覚や技能を高める時間を「感覚づくりの運動」として
位置付けています。 

本単元で必要な用具類を示していま
す。児童数や学校の実態に応じて準
備するようにします。 

各時間の前半に，本時の学習で何を学ぶのか
を確認する「めあての確認」の時間を設定し
ています。 
各時間の終末には，本時で学習に対する「ま
とめ」や「振り返り」を行う時間を設定して
います。学習カードを使用したり，タブレッ
ト端末で考えを共有したり，動きで確認した
りする活動などが考えられます。 
また，次時に向けた新たな課題の設定や確認
なども行うことができます。 

各単元の 1 時間目に学び方や約束事を確認す
る「オリエンテーション」の時間を設定してい
ます。 

それぞれの時間に何を評価するのかを示してい
ます。番号は前頁の評価規準に示してある番号
とリンクしています。( )内は評価の方法を示
しています。単元によっては，評価内容を重点
化し，複数学年で分けて評価を行うこともでき
ます。 
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P４～５ 1 時間の展開例 

 このページには，１単位時間の学習の流れを示しています。見開きのページになって

おり，左ページに学習活動，右ページに指導上の留意点や評価規準を示しています。（単

元によっては，複数の時間を掲載しています） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本時における板書の例を示しています。体育
においても，学習に見通しを持ち，めあてを
確認したり，学んだことを視覚化したりする
ために板書は重要です。 
 

1 単位時間の前半に，本時で何を学ぶ
のか，何ができるようになるかを明確
にする「めあて（目標）」を確認する時
間を設定します。 
学習カードに記入したり，板書した
り，読み上げたりして，児童が 1時間
をとおして学習のねらいを意識しな
がら取り組めるようにします。 
 

1 単位時間の終末に，本時で学んだことを明確
にする「まとめ」を設定します。「まとめ」は
「めあて」に対応するものになっています。 
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P６～９ 単元の指導のポイント 

このページには，単元における指導のポイントを掲載しています。ICT 端末の活用の仕

方や，運動が苦手な児童への配慮など，授業づくりのヒントが満載です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P１０ 学習カード 

各実践例の最終ページに「学習カード」を掲載してい

ます。 

授業（特に課題解決場面）おいて，児童が考えたこ

とや友だちと話し合ったことを記入したり，自分の記

録を記入したりします。 

思考の様子がカードに残るようにすることで学びの

連続性が生まれ，深い学びにつながります。 

また，教師は，思考の様子を把握することができ，

評価にも活用できます。 

 

※ ここでは「学習カード」と次ページに示す「ふりかえ

りカード」と分けていますが，基本的な考えとして示し

たものです。１つのカードにまとめるなどの工夫も考

えられます。 

− 36−



P６～９ 単元の指導のポイント 

このページには，単元における指導のポイントを掲載しています。ICT 端末の活用の仕

方や，運動が苦手な児童への配慮など，授業づくりのヒントが満載です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

P１０ 学習カード 

各実践例の最終ページに「学習カード」を掲載してい

ます。 
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また，教師は，思考の様子を把握することができ，

評価にも活用できます。 

 

※ ここでは「学習カード」と次ページに示す「ふりかえ

りカード」と分けていますが，基本的な考えとして示し

たものです。１つのカードにまとめるなどの工夫も考

えられます。 

(2) 「ふりかえりカード」の活用について 

 「ふりかえりカード」の効果  

  終末に本時を振り返る「ふりかえりカード」には，次のような効果があります。 

＜教師の視点＞ 

年間を通して継続的に活用することで，児童の学習に対する意識（意識の変化）を捉えるこ

とができます。また，領域や時間ごとに比較すると，どのような学習活動を行うと，児童の意

識がどのように変容するのかを捉えることができ，自身の授業改善につなげることができます。 

＜児童の視点＞ 

毎時間学習の振り返りを行うことで，「今日の学習は～だったから，次は～をがんばろう」な

ど，次時へ学びをつなげることができます。また，学習評価の観点に沿って振り返りを行うと

学習内容の意識化にもつながります。 

振り返りカードのデータを ICT 端末に入れておくと意識の変容をグラフ化したりして，クラ

ス全体の傾向を視覚的にもつかむことができます。 

 活用の留意点  

１ 振り返りの項目について（下記「カード例」参照） 

（１） 評価の３つの観点と関連付けて作成する。 

児童は「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」「主体的に学習に取り組む態度」の３

つの観点を毎時間意識して授業に臨むことにもなります。 

（２） 単元の学習内容や児童の学びの状況に応じて精選する。 

全ての項目を全ての時間に振り返らなければならないわけではありません。重点的に振 

り返りを行う項目を設定するなどしてもよいでしょう。 

２ 記述式振り返りの視点 

   自分の学習を文章で振り返るスペースを設けます。その際，記述の視点（①わかったこと，

気付いたこと，②もっとこうしたいと考えたことなど）を事前に示しておくと，その視点に

沿って児童は学習を振り返ることができます。 
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